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中央大学 研究開発機構中央 研究開発機構

石原 研而

福井地震（1948）
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新潟地震
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液状化を考慮した構造物設計指針の導入

1947（S22） 福井地震 M=7.1
1964（S39） 新潟地震 M=7.5

都 液 プ1967（S42） 東京都江東・墨田区の液状化マップ作成
1970（S45） 港湾構造物設計基準
1972（S47） 道路橋耐震設計基準
1974（S49） 建築基礎構造物設計基準, 建造物設計標準解説
1974（S49） 危険物の規制に関する技術規準の告示
1979（S54） 水道施設耐震工法指針・解説1979（S54） 水道施設耐震工法指針 解説
1981（S56） LNG地下式貯槽指針,下水道施設の耐震対策指針
1983（S59） 日本海中部地震 M=7.7
1984（S60） 土地改良事業設計指針耐震設計（案）1984（S60） 土地改良事業設計指針耐震設計（案）
1984（S60） 宅地耐震設計マニュアル（案）
1987（S63） 東京低地の液状化予測マップ
1995（H7） 阪神淡路大震災 M 7 21995（H7） 阪神淡路大震災 M=7.2
1998（H10） 液状化地域ゾーニング･マニュアル（国土庁防災局）
2000（H12） 鳥取県西部地震 M=7.3

（ 宅地耐震設計 （案）（都市基盤整備公団）2003（H15) 宅地耐震設計マニュアル（案）（都市基盤整備公団）
2004（H16) 浦安市地震防災基礎調査（液状化危険度分布図の作成）
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日本海中部地震（1983）
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液状化ハザードマップの作成
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成 年 浦安市地震防災基礎調査を実施

浦安市の地震動 ・ 液状化予測

平成１６年に浦安市地震防災基礎調査を実施

・ 浦安直下に１９９５年に発生した阪神・淡路大震災
（兵庫県南部地震）と同規模の震源を想定し作成

想定：浦安市直下 16㎞，マグニチュード 7.3

※ 液状化対策技術検討調査の結果を踏まえ、地域防災計画改訂時に見直しを予定
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液状化の認識と対応策の発展過程液状化の認識と対応策の発展過程
事業主 所有者事業主、所有者

1. 大規模公共建造物 ･･･
橋梁、港湾施設、高層建築物、

公共建築物（病院・学校）

国交省、公社公団、自治
体 国鉄 大企業公共建築物（病院・学校） 体、国鉄、大企業

2. 地下貯槽施設、

ライフライン ･･･
石油タンク、液化天然ガス（LNG）、 公社公団、独立行政法人、

大企業
ライフライン、

上下水道、発電所
高圧ガス、地下埋設管 大企業

3 造成宅地 ･･･ 中小建築物、住宅
自治体、公社、土地開発
企業3. 造成宅地 中小建築物、住宅
企業

事業者 所有者の規模事業者 所有者の規模事業者・所有者の規模事業者・所有者の規模

大規模事業体 中事業体 個別所有者

国交省、公社公団、
国鉄、電力・ガス会

社 大企業

→
地方自治体、各種
法人、中企業主

→
小企業、個人

社、大企業
法 、中 業

宅地造成と液状化対策について宅地造成と液状化対策について

1. 土質・・・砂・レキが主体、粘土は軟弱で長期にわたって沈下質 砂 キ 体、粘 は軟弱 長期 わた 沈下

2. 海浜地帯の埋立・・・海底土の浚渫とパイプによる流体輸送、

土運船で運んで直接水中投下

内陸地の造成・・・・・低湿地に土砂を陸上輸送してブルドー
ザ で整地ザーで整地

３. 埋立造成地の特徴・・・面積が広い、緩い砂質土が主である、
地下水が高い 液状化しやすい地下水が高い 液状化しやすい。

【対策技術】

・大規模開発・大規模建築物に対する液状化対策工法は確立。

・小規模建築物や戸建住宅、既存建物直下の対策技術の開発
が必要 （市場規模や個人負担に課題）が必要 （市場規模や個人負担に課題）
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液状化対策の指針 情報液状化対策の指針 情報

大規模開発・建造物 中規模開発 小規模建物・住宅

液状化対策の指針・情報液状化対策の指針・情報

告示・法規、設計基準・

指針、宅地造成法

→→ ・マニュアル・手引き

・宅地造成法

→→ ハザードマップ

（液状化危険度分布図）

液状化対策液状化対策

大規模開発・建造物 中規模開発 小規模建物・住宅

液状化対策液状化対策

・振動締固め

・バイブロフロテーション

・バイブロコンパクション
→

・グラベル・ドレーン

・無騒音締固め

・地下壁仕切り
→

・柱状改良

・鋼管杭

など・バイブロコンパクション ・地下壁仕切り、

地下水位低下

・ジェット・グラウト

など

・小型・浅層締固め

復興に向けたメッセージ復興に向けたメッセージ

1. 浦安市の被災の経験を整理して記録に残し、将来の教
訓とする。訓とする。

２. 浦安の埋立地盤は複雑で各地点で性状が異なる。官民の
連携の下 多くのボーリングデータを集積・共有して地盤特連携の下、多くのボーリングデータを集積・共有して地盤特
性の把握に努める。

宅地 液状化対策 技術開発を進め かり３. 宅地の液状化対策についての技術開発を進め、しっかり
と対策を行えば被害の軽減が可能。

1） 地下水位低下工法に関する課題の解決

2） 宅地向け小型施工機械の開発

3） より詳細 正確な液状化判定手法の開発3） より詳細・正確な液状化判定手法の開発

４. 土木学会、地盤工学会、建築学会は、今後とも全面的な協
力と支援を行う。
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